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X線分光撮像衛星 XRISM(X-Ray Imaging and Spectroscopy Mission)に搭載されるResolveは、50 mKの極
低温で動作する 35ピクセルのマイクロカロリメータと焦点距離 5.6 mの多重薄板X線望遠鏡から成り、日米欧
で開発を進めている。すでに XMAを除く Resolve FM機器を用いたサブシステム試験を筑波宇宙センターにて
終了しており、ASTRO-H(ひとみ)衛星搭載 SXSと同等の性能を確認している。2022年 4月より筑波宇宙セン
ターにおいてResolveをXRISM衛星に搭載し、5月より初期電気試験を開始している。その後、熱真空試験を実
施する予定である。この講演ではResolve の開発の現状を報告する。


